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「公益法人見直しの中で

いま、お寺の在り方を考える」

１０月３日 午後２：００～

本願寺築地別院講堂

理事会開催
世界平和のための
諸宗教協力会議



去
る
七
月
二
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
三
帰
依
文

唱
和
の
後
、
森
和
久
理
事
長
を
議
長
に
、
加
藤
俊
雄

・
横
山
敏
明
の
両
師
を
議
事
録
署
名
人
に
選
出
し
、

議
事
に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
財
政
検
討
委
員
会
」
設
置
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件

森
理
事
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
英
幸
総
務
部
長
及
び

宮
川
宏
生
財
務
部
長
よ
り
説
明
。
協
議
の
後
、
円
滑

な
組
織
運
営
の
検
討
を
視
野
に
入
れ
た
「
財
政
検
討

委
員
会
」
の
設
置
が
承
認
さ
れ
た
。

協
議
事
項
一
「
本
会
評
議
員
数
に
つ
い
て
」

櫻
井
総
務
部
長
が
、
前
期
よ
り
懸
案
の
評
議
員
数

削
減
の
必
要
性
を
説
明
。
協
議
の
後
、
組
織
全
体
の

見
直
し
と
機
構
改
革
も
含
め
た
中
で
、
継
続
的
に
検

討
す
る
事
と
な
っ
た
。

協
議
事
項
二
「
会
議
、
委
員
会
の
公
開
の
件
」

小
林
正
道
事
務
総
長
が
、
会
議
、
委
員
会
公
開
の

必
要
性
を
説
明
。
協
議
の
後
、
当
面
、
記
者
会
見
な

ど
で
対
応
し
、
公
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
継
続
的
に

検
討
す
る
事
と
な
っ
た
。

協
議
事
項
三
「
副
会
長
選
任
の
件
」

櫻
井
総
務
部
長
が
、
二
條
恭
仁
子
副
会
長
ご
逝
去

に
と
も
な
い
、
会
務
の
潤
滑
な
運
営
の
た
め
、
現
在

三
名
の
副
会
長
に
加
え
、
新
た
に
選
任
す
る
必
要
を

説
明
し
た
。
推
戴
委
員
会
を
早
急
に
立
ち
上
げ
、
副

会
長
を
増
員
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

一
、
臨
済
宗
天
龍
寺
派
退
会
の
件

六
月
六
日
付
で
、
臨
済
宗
天
龍
寺
派
よ
り
退
会
届

が
提
出
さ
れ
た
。
六
月
二
十
六
日
、
小
林
事
務
総
長

が
栂
承
昭
臨
済
宗
天
龍
寺
派
総
長
と
面
談
し
た
結
果
、

脱
会
後
も
情
報
交
換
な
ど
関
係
を
維
持
し
て
い
く
と

い
う
方
向
が
確
認
さ
れ
た
。

二
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
報
告

渡
邊
宗
徹
国
際
文
化
部
長
が
、
マ
ヤ
堂
建
築
を
ネ

パ
ー
ル
が
独
自
に
進
め
て
い
る
現
況
を
説
明
。
本
会

と
し
て
は
出
土
遺
物
の
返
還
、
考
古
学
調
査
報
告
書

刊
行
な
ど
を
急
ぐ
旨
、
報
告
さ
れ
た
。

三
、
第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
大
会
に
つ
い
て

渡
邊
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
十
二
月
九
日
〜
十
二

日
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ
れ
る
旨
報
告
。
櫻
井
総

務
部
長
が
、
開
会
式
（
十
二
月
十
日
）
に
合
わ
せ
た

代
表
団
に
よ
る
ツ
ア
ー
を
募
集
す
る
旨
、
報
告
し
た
。

四
、
日
本
仏
教
紹
介
本（
英
文
版
）作
成
予
定
の
件

渡
邊
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
日
本
仏
教
を
英
文
で

紹
介
す
る
書
籍
を
、
本
会
の
国
際
委
員
会
を
中
心
と

し
て
作
成
す
る
検
討
に
入
り
た
い
旨
、
報
告
さ
れ
た
。

五
、
事
務
総
局
各
部
報
告

以
下
の
項
目
等
に
つ
い
て
担
当
部
長
か
ら
報
告
さ

れ
、
協
力
が
要
請
さ
れ
た
。

�
厚
生
労
働
省
に
よ
る
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
改

修
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
、
櫻
井
総
務
部
長
（
日
宗
連
幹

事
）
が
出
席
、
三
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

�
平
成
十
四
年
度
宗
教
法
人
実
務
担
当
者
研
修
会

（
文
化
庁
主
催
）
へ
の
参
加
協
力
が
要
請
さ
れ
た
。

�
十
一
月
八
日
、
同
和
研
修
会
を
真
宗
大
谷
派
真
宗

本
廟
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
開
催
。
参
加
協
力
を
依
頼
。

�
第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
大
会
参
加
ツ
ア
ー
の
募

集
記
事
、
並
び
に
、
今
後
継
続
的
に
、
全
仏
関
連
の

記
事
を
加
盟
団
体
機
関
誌
に
掲
載
し
て
頂
き
た
い
旨
、

依
頼
が
な
さ
れ
た
。

�
全
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
変
更

（
本
誌
別
掲
記
事
参
照
）

�
文
化
庁
か
ら
の
、
公
益
法
人
を
対
象
に
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
情
報
公
開
要
請
に
つ
い
て
説
明
。

�
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
（
十
月
三
日
十
一

時
〜
一
時
半
）、
教
化
セ
ミ
ナ
ー
（
同
日
、
二
時
〜

四
時
半
）
が
本
願
寺
築
地
別
院
で
開
催
。
参
加
依
頼
。

�
七
月
二
十
三
日
の
、
第
三
回
信
教
の
自
由
に
関
す

る
委
員
会
の
結
果
、
仏
教
タ
イ
ム
ス
社
か
ら
の
靖
国

神
社
と
戦
没
者
追
悼
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
厚
生

労
働
省
に
よ
る
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
改
修
に
関
す

る
意
見
聴
取
に
関
し
、
検
討
中
の
た
め
具
体
的
な
回

答
を
差
し
控
え
る
旨
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
た
。

	
（
財
）
国
際
仏
教
興
隆
協
会
よ
り
、
印
度
山
日
本

寺
の
護
持
会
員
拡
充
の
依
頼
が
あ
り
、
協
力
が
要
請

さ
れ
た
。



現
在
立
ち
上
げ
が
進
む
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
現
状
を
説
明
。
今
後
の
本
会
と
し
て
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
の
必
要
性
が
要
望
さ
れ
た
。

理

事

会

開

催

全 仏

－２－

２００２年９月１日
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�
六
月
三
日
、
東
京
で
行
わ
れ
た
「
ス
リ
ラ
ン
カ
四

法
王
共
同
声
明
記
者
会
見
」
と
、「
ス
リ
ラ
ン
カ
・

日
本
の
宗
教
者
に
よ
る
和
解
と
平
和
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」
に
森
理
事
長
、
小
林
事
務
総
長
が
出
席
。

ス
リ
ラ
ン
カ
和
平
へ
の
支
援
が
表
明
さ
れ
た
。

�
十
一
月
七
〜
九
日
、バ
チ
カ
ン
で
開
催
さ
れ
る「
カ

ト
リ
ッ
ク
医
療
施
設
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
」
の
講

師
に
、
本
人
・
宗
派
承
認
を
得
て
、
田
中
雅
博
師（
真

言
宗
豊
山
派
僧
侶
・
医
師
）
を
推
挙
し
た
。

�
九
月
二
十
九
日
〜
十
月
三
日
、
東
京
・
立
正
佼
成

会
本
部
で
開
催
さ
れ
る
、「
第
三
回
仏
教
徒
・
キ
リ

ス
ト
教
徒
対
話
集
会
」
へ
の
出
席
依
頼
が
、
ロ
ー
マ

教
皇
庁
よ
り
本
会
理
事
長
あ
て
送
付
さ
れ
た
。
対
応

を
国
際
委
員
会
と
事
務
局
で
検
討
中
。

七
月
三
十
日
午
後
一
時
三
十
分
、
明
照
会
館
会
議

室
で
第
三
回
同
和
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

小
林
正
道
事
務
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
委
員
交
代
に
伴
い
、
藤
田
誓
之
師
に
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
第
十
二
回
同
和
推
進
担
当
者
連
絡

会
の
反
省
、
第
二
十
二
回
同
和
研
修
会
の
企
画
、
差

別
法
戒
名
・
墓
石
の
改
正
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

第
二
十
二
回
同
和
研
修
会
は
、
十
一
月
八
日（
金
）、

会
場
を
真
宗
大
谷
派
の
真
宗
本
廟
視
聴
覚
ホ
ー
ル

（
京
都
）、
講
師
が
桃
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
沖

浦
和
光
氏
に
決
定
し
た
。

七
月
二
十
三
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
明
照
会
館
会

議
室
で
、
第
三
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。
小
林
正
道
事
務
総
長
の
挨
拶
に
続
き
、

小
山
典
勇
委
員
長
が
経
過
を
説
明
。
そ
の
後
、
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

靖
国
神
社
問
題
と
、
国
立
戦
没
者
追
悼
施
設
（
仮

称
）
等
の
問
題
に
関
し
、
委
員
長
と
事
務
局
と
で
作

成
し
た
論
点
と
素
案
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
過
程
で
出
席
委
員
よ
り
、
一
般
・
宗
教
者
等

の
有
志
が
会
を
作
り
、
国
立
の
追
悼
施
設
の
設
立
を

具
体
的
に
国
に
働
き
か
け
て
い
る
動
向
が
報
告
さ
れ
、

国
が
進
め
る
施
策
に
、
仏
教
者
の
意
見
が
本
意
と
異

な
る
点
で
利
用
さ
れ
る
懸
念
が
指
摘
さ
れ
た
。

議
論
の
結
果
、
仏
教
者
と
し
て
、
戦
没
者
・
戦
争

被
災
者
を
追
悼
す
る
に
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
要

件
が
必
要
か
、
政
府
が
計
画
し
て
い
る
新
追
悼
施
設

の
議
論
の
ど
こ
が
問
題
な
の
か
、
宗
教
的
、
政
治
的

両
面
で
配
慮
す
べ
き
点
を
次
回
委
員
会
ま
で
に
委
員

長
、
事
務
局
で
抽
出
し
、
検
討
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
。ま

た
、
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中

止
の
要
請
を
、
今
春
に
続
き
、
首
相
あ
て
早
急
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
別
掲
要
請
書
を
八
月
一

日
付
、
首
相
宛
提
出
し
た
）

同
和
委
員
会

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
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�
� 七

月
二
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議

室
で
第
二
回
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、

�
「
財
政
検
討
委
員
会
」
設
置
並
び
に
、
委
員
選
任

の
件

�
本
会
評
議
員
数
に
つ
い
て

�
本
会
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

�
会
議
、
委
員
会
の
公
開
の
件

�
印
度
山
日
本
寺
維
持
管
理
の
件

�
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
件

�
日
本
仏
教
紹
介
本
（
英
文
版
）
作
成
の
件

�
副
会
長
選
任
の
件

	
そ
の
他

実
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

七
月
二
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
明
照
会
館
会
議
室

に
お
い
て
、
本
年
度
第
三
回
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

武
田
昭
英
委
員
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入

っ
た
。

現
況
報
告

・
発
掘
遺
物
管
理
移
管
処
理
は
六
月
下
旬
に
現
地
に

て
作
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
新
た

な
資
料
追
加
要
求
が
な
さ
れ
た
た
め
中
断
し
、
こ
れ

ら
の
準
備
を
行
っ
た
後
で
早
急
に
再
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

・
現
在
ネ
パ
ー
ル
の
Ｌ
Ｄ
Ｔ
が
主
体
と
な
っ
て
建
設

中
の
マ
ヤ
堂
復
元
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
外

壁
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
が
基
檀
の
床
が
下
が
り
構
造
上

の
強
度
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
雨
期

に
よ
る
作
業
遅
延
も
あ
り
完
成
予
定
時
期
が
明
確
に

な
ら
な
い
こ
と
と
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
が
世
界
遺
産
と

し
て
こ
の
建
築
に
つ
い
て
現
地
査
察
を
実
施
し
て
評

価
中
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

・
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
顧
問
の
菊
池
法
純
師
（
大
谷

大
学
非
常
勤
講
師
、
元
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
参
事
官
）

等
よ
り
提
言
が
あ
り
、
世
界
の
仏
教
徒
が
違
和
感
な

く
礼
拝
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

・
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
状
況
が
流
動
的
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
発
掘
遺
物
管
理
移
管
処
理
と
調
査
報
告
書
の

発
刊
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

・
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見

が
あ
り
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
森
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

総
務
委
員
会

お
願
い

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
迄
、
ご
一
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
様

金
、
壱
百
萬
円

法
融
寺

那
須
公
順
様

金
、

十
萬
円

法
清
寺

奈
良
康
明
様

金
、

十
萬
円

光
明
寺

石
上
智
康
様

金
、
五
十
萬
円

萬
福
寺

安
本
利
正
様

金
、
壱
百
萬
円

照
栄
院

石
川
恒
彦
様

金
、

十
萬
円

龍
泉
寺

壽
山
良
知
様

金
、

十
萬
円

信
松
院

西
村
輝
成
様

金
、
壱
百
萬
円

保
壽
院

藤
原
知
徳
様

金
、

十
萬
円

佛
教
大
学

佛
教
青
年
会
様

金
、

壱
萬
円

高
福
院

川
島
宏
之
様

金
、
壱
百
萬
円

妙
高
寺

吉
橋
勝
寛
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
大
乘
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
英
幸
様

金
、
五
十
萬
円

西
新
井
大
師
總
持
寺

濱
野
堅
照
様

金
、
五
十
萬
円

浄
運
寺

野
口
善
教
様

金
、

十
萬
円

長
慶
寺

島
田
弘
道
様

金
、

十
萬
円

善
林
寺

真
柄
信
雄
様

金
、

五
萬
円

水
野
和
子
様

金
、

十
萬
円

羅
漢
寺

矢
萩
信
顕
様

金
、
弐
十
萬
円

圓
通
寺

梅
花
講
・
森
和
久
様

金
、

七
萬
円

金
剛
院

山
田
一
眞
様

金
、

十
萬
円

實
相
寺

豊
田
英
世
様

金
、

十
萬
円

近
龍
寺

松
濤
弘
道
様

金
、
五
十
萬
円

月
島
テ
レ
ビ
商
会
様

金
、

十
萬
円

立
正
保
育
園
様

金
、
弐
十
八
萬
六
千
円

全
昌
院

安
達
良
元
様

金
、

参
萬
円

西
有
寺

横
山
敏
明
様

金
、
壱
百
萬
円

明
順
寺

斉
藤
明
聖
様

金
、
五
十
萬
円

能
仁
寺

萩
野
映
明
様

金
、
三
十
萬
円

西
福
寺

加
納
博
司
様

金
、
三
十
萬
円

妙
本
寺

加
藤
日
暉
様

金
、
五
十
萬
円

豪
徳
寺

粕
川
鐵
禅
様

金
、
壱
百
萬
円

法
蔵
院

杜
多
徳
雄
様

金
、
五
十
萬
円

（
八
月
十
日
現
在
・
受
付
順
）

※
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
（
郵
便
振
替
）

〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名
（
財
）全
日
本
仏
教
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
部

電
話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
御
芳
名

全 仏

－４－

２００２年９月１日



���������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

七
月
六
日
午
後
二
時
よ
り
、
浄
土
宗
大
本
山
増
上

寺
で
、「
国
際
協
力
を
促
進
す
る
仏
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
設
立
に
向

け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
、

小
林
正
道
事
務
総
長
が
出
席
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
袖
山
榮
真
浄
土
宗
東
京
出

張
所
長
、
本
会
小
林
事
務
総
長
が
挨
拶
し
、
仏
教
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
に
賛
意
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
プ
ラ
・
パ
イ
サ
ン
・
ウ
ィ
サ
ー
ロ
ー
師

（
タ
イ
開
発
僧
）
と
西
川
潤
氏
（
早
稲
田
大
学
政
治

経
済
学
部
教
授
）
が
基
調
発
題
を
行
い
、
ア
ー
ユ
ス

仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
シ
ャ
ン
テ
イ
国
際

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
、
あ
り
が
と
う
基
金
、
一
食
平
和

基
金
の
各
団
体
が
活
動
内
容
等
を
披
露
し
、
互
い
に

意
見
交
換
し
た
。

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
秋
の
設
立
に
向

け
て
、
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
る
。

八
月
三
・
四
日
の
両
日
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト

十
五
周
年
記
念
「
平
和
へ
の
祈
り
と
イ
ス
ラ
ム
と
の

対
話
集
会
」
が
、
十
カ
国
の
宗
教
者
や
市
民
約
千
三

百
人
が
集
い
、
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
、
森
和
久
理
事
長
、
櫻
井
英
幸
総
務

部
長
、
江
口
智
流
総
務
部
次
長
、
山
本
観
晃
同
和
推

進
部
次
長
、
福
田
亮
二
社
会
部
次
長
が
出
席
し
た
。

三
日
は
午
後
一
時
半
よ
り
、
開
会
式
典
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
、
国
立
京
都
国
際
会
館
で
行
わ
れ
た
。
開

会
式
典
で
は
、
実
行
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
西
郊

良
光
天
台
宗
宗
務
総
長
が
挨
拶
さ
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
、

ア
ズ
ハ
ル
総
長
（
イ
ス
ラ
ム
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
イ
ス
ラ

ム
と
の
対
話
と
理
解
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
イ
ス
ラ

ム
の
歴
史
や
教
え
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
日

本
宗
教
界
が
、
イ
ス
ラ
ム
と
他
宗
教
の
架
け
橋
と
な

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
。

ま
た
、
午
後
六
時
よ
り
宝
ヶ
池
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
て
、
海
外
代
表
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

四
日
は
、
午
後
三
時
よ
り
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中

堂
前
に
て
「
平
和
の
祈
り
」
式
典
が
行
わ
れ
た
。
主

催
者
代
表
と
し
て
、
渡
邊
恵
進
天
台
座
主
が
挨
拶
さ

れ
、
仏
教
・
イ
ス
ラ
ム
・
ユ
ダ
ヤ
教
・
神
社
本
庁
・

キ
リ
ス
ト
教
・
教
派
神
道
・
新
日
本
宗
教
団
体
連
合

会
等
の
各
代
表
に
よ
る
、
平
和
の
祈
り
が
つ
づ
い
た
。

最
後
に
、「
宗
教
間
の
対
話
及
び
相
互
理
解
と
尊
重

が
平
和
へ
の
出
発
点
で
あ
り
、
神
仏
の
加
護
の
も
と
、

平
和
な
時
が
訪
れ
ん
こ
と
を
願
う
」
と
い
う
比
叡
山

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
日
程
を
終
了
し
た
。

�
�
�
�
�
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�
��
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比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
十
五
周
年

「
平
和
へ
の
祈
り
と
イ
ス
ラ
ム
と
の
対
話
集
会
」

テ

ー

マ

公
益
法
人
見
直
し
の
動
き
の
中
で

い
ま
、お
寺
の
在
り
方
を
考
え
る

…
現
代
の
寺
院
と
僧
侶
は
何
を
す
べ
き
か
…

日

時

十
月
三
日（
木
）午
後
二
時
〜
四
時
半

場

所

本
願
寺
築
地
別
院
「
講
堂
」

東
京
都
中
央
区
築
地
三
―
十
五
―
一

営
団
地
下
鉄
日
比
谷
線
築
地
下
車

内

容

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
趣
旨

政
府
の
公
益
法
人
改
革
等
の
動
き
の
中

で
、
現
代
の
お
寺
の
運
営
に
携
わ
る
寺

院
住
職
と
し
て
の
在
り
方
、
ま
た
、
一

仏
教
者
と
し
て
、
僧
侶
と
し
て
の
在
り

方
を
再
考
し
、
問
題
点
を
多
角
的
に
考

察
す
る

パ
ネ
リ
ス
ト

中
野
東
禅
師

（
曹
洞
宗
教
化
研
修
所

講
師
、
大
正
大
学
講

師
）

野
生
司
祐
宏
師
（
全
国
青
少
年
教
化
協

議
会
事
務
総
長
）

長
谷
川
正
浩
氏
（
本
会
顧
問
弁
護
士
）

対

象

加
盟
団
体
関
係
者

問
い
合
わ
せ
・
申
込

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇
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�
�
�
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２００２年９月１日

－５－

全 仏



去
る
平
成
十
四
年
六
月
七
日
、
八
日
の
両
日
、
バ

チ
カ
ン
市
国
の
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
て
、
同
庁
主
催
の

世
界
諸
宗
教
協
力
会
議
が
開
か
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
シ
ー
ク

教
お
よ
び
仏
教
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
仏
教
界
か

ら
は
全
日
本
仏
教
会
の
要
請
で
小
生
が
参
加
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
一
昨
年
の
バ
チ
カ
ン
で
開
催
さ
れ
た

世
界
宗
教
会
議
お
よ
び
今
年
一
月
ア
シ
ジ
で
開
催
さ

れ
た
各
宗
教
合
同
の
平
和
の
祈
り
の
集
会
を
踏
ま
え

た
も
の
で
、
宗
教
が
平
和
に
寄
与
す
る
方
策
を
種
々

検
討
し
、
引
き
続
き
作
業
部
会
を
持
つ
こ
と
を
約
し

て
散
会
し
た
。

同
会
議
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ア
リ
ン
ゼ
枢
機
卿
、
ミ
カ
エ
ル
・
フ
ィ
ッ
ツ
ゼ

ラ
ル
ド
枢
機
卿
（
以
上
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
・
カ
ト
リ

ッ
ク
教
）、
テ
ニ
イ
・
ピ
リ
シ
モ
ニ
ア
ン
女
史
（
キ

リ
ス
ト
教
世
界
協
議
会
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
）、

ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
・
ス
ペ
レ
ヒ
コ
神
父
（
ウ
ル
バ
ン
大

学
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
）、
ロ
ン
・
ク
ロ
ニ
ッ
シ
師（
ユ

ダ
ヤ
教
）、
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
サ
マ
ッ
ク
師
（
イ
ス
ラ

ム
教
）、
ア
ナ
ン
タ
ナ
ン
ダ
・
ラ
ン
バ
チ
ャ
ン
教
授

（
ヒ
ン
ズ
ー
教
）、
チ
ャ
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
シ
ン
女
史

（
シ
ー
ク
教
）
お
よ
び
松
濤
弘
道
（
全
日
本
仏
教

会
）。

会
議
は
ま
ず
、
各
宗
教
代
表
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
宗
教
に
依
っ
て
立
つ
平
和
へ
の
寄
与
策
を
述
べ

た
上
で
、
前
回
の
ア
シ
ジ
で
の
「
世
界
平
和
宣
言
」

に
基
づ
き
、
宗
教
的
精
神
性
の
高
揚
、
宗
教
が
政
治

的
紛
争
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
教
育
の
徹

底
、
マ
ス
コ
ミ
対
策
、
各
宗
教
間
の
確
執
を
除
去
す

る
た
め
の
癒
し
や
和
解
と
い
っ
た
問
題
が
終
日
、
討

議
さ
れ
、
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
次
の
決
議
文
を
採
択

し
た
。

決
議
文

「
わ
れ
わ
れ
世
界
各
国
か
ら
参
加
し
た
仏
教
、
キ
リ

ス
ト
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、

シ
ー
ク
教
の
関
係
者
は
、
六
月
七
、
八
の
両
日
、
バ

チ
カ
ン
市
国
に
お
い
て
開
催
し
た
協
力
会
議
に
出
席

し
、
各
宗
教
が
和
解
と
平
和
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
忌

憚
の
な
い
意
見
を
開
陳
し
た
。
こ
の
会
議
は
バ
チ
カ

ン
教
皇
庁
諸
宗
教
対
話
評
議
会
の
ア
リ
ン
ゼ
枢
機
卿

が
主
宰
し
、
去
る
一
月
二
十
四
日
、
ア
シ
ジ
に
お
い

て
開
か
れ
た
世
界
平
和
の
祈
り
の
集
会
お
よ
び
一
九

九
〇
年
十
月
に
開
か
れ
た
バ
チ
カ
ン
で
の
世
界
宗
教

会
議
の
継
続
事
業
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
在
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

も
参
加
し
た
。
わ
れ
わ
れ
こ
の
会
議
の
参
加
者
は
共

に
、
各
宗
教
が
引
き
続
き
、
世
界
的
か
つ
地
域
的
な

平
和
促
進
の
た
め
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
確
認
す

る
と
共
に
、
宗
教
関
係
者
が
紛
争
解
決
と
防
止
の
た

め
の
方
策
を
模
索
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
す

る
こ
と
を
約
す
る
。
ま
た
、
世
界
の
平
和
と
正
義
実

現
の
た
め
に
、
宗
教
が
触
媒
と
な
る
べ
き
各
宗
教
の

教
典
の
典
拠
と
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
そ
の
象
徴
的
行

動
を
模
索
し
た
い
。
会
議
を
契
機
と
し
て
、
更
な
る

作
業
部
会
を
バ
チ
カ
ン
当
局
の
協
力
の
下
で
開
催
す

る
こ
と
を
協
議
し
た
。」

バ
チ
カ
ン
市
国
・
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
て

バ
チ
カ
ン
市
国

ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
て

（
左
か
ら
、
四
人
目
、
筆
者
）
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第２２回WFB世界仏教徒会議が、本年
１２月９日より、マレーシアのクアラルン
プールで開催されます。全日本仏教会で
は、この大会の記念ツアーに参加される
方を募集いたします。参加者は、世界各
国代表が一同に集う開会セレモニーに参
加を予定しております。
クアラルンプールでは、日本人墓地に

て追悼法會を営み、ペナン島に移動し仏
教寺院参拝を計画しております。
皆様、是非お誘い合わせのうえ、ご参

加下さいますよう、ご案内申し上げます。

WFB

（世界仏教徒連盟）とは

世界各国１４０地域センターが

加盟し、世界の仏教徒との交流

と友好親善をはかり、世界平和

に貢献することを目的としてお

ります。全日本仏教会は、日本

の唯一のセンターとして加盟し

ております。

世界仏教徒会議は、２年に一

度開催され各地域センターの活

動内容、将来への計画を立てて

おります。

� � ���� ��	
��

��� ���������������

���� ���
�  !"#$%

&%'()*#(+,-).
/012 ���34445
6 7 �48 9:;���7�48
<=>? ���@��A�

��B CD�B JTB�E
�

FGHIJK
LMNOPQ+LRSTU
���� ��	
�� VWXY.3Z[
FG\]^_`abc@cb de�fg

TEL 4���b�@�h�@� FAX 4���b�@����4

※参加費用には、航空運賃、宿泊料金（２人部屋）、食事料金が含まれております。尚、
旅券申請に関する費用、自宅から成田空港までの交通費は、含まれておりません。
また、１人部屋ご利用の場合追加料金（￥４３，０００）・ビジネスクラス利用の場合の追加
料金（￥９３，０００）でご利用になれます。

２００２年９月１日
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イ
ン
ド
・
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
印
度
山
日
本
寺
を
起
点
と

し
、
釈
尊
御
成
道
の
聖
跡
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
の
復
興
と
仏

教
の
国
際
興
隆
を
本
旨
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
協
会
設
立
以
来
三
十
五
年
を
経
て
、

活
動
を
支
え
る
護
持
委
員
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
仏
教
超
宗
派
の
国
際
宗
教
福
祉
事
業
の
展
開

と
い
う
貴
重
な
灯
火
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
護
持

委
員
と
し
て
ご
協
力
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

個
人
会
員
様

五
千
円

法
人
会
員
様

一
万
円

お
問
い
合
せ

財
団
法
人

国
際
仏
教
興
隆
協
会

電
話
〇
三（
三
七
一
一
）七
六
〇
八

七
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

十
六
〜
十
九
日

天
台
宗
人
権
啓
発
講
師
養
成
講
座
出
席

十
七
・
十
八
日

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
出
席

十
八
日

大
谷
光
照
元
会
長
本
葬
儀
参
列

十
九
日

局
内
会
議

二
十
二
日

総
務
委
員
会

二
十
三
日

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

二
十
五
日

理
事
会
・
局
内
会
議

二
十
六
日

壬
生
台
舜
元
副
会
長
本
葬
儀
参
列

法
律
相
談
室

二
十
九
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

二
十
九
・
三
十
日

部
落
解
放
基
礎
講
座
出
席

三
十
日

同
和
委
員
会

第
二
十
七
回
全
国
仏
教
保
育
大
会
出
席

三
十
一
日

靖
国
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
書
提
出

八
月
（
一
〜
十
一
日
）

三
〜
四
日

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
十
五
周
年
参
列

五
日

局
内
会
議

七
日

日
宗
連
幹
事
会
出
席

日
宗
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
準
備
会
出
席

就

任

評

議

員

薗
部
栄
重
（
茨
城
県
仏
教
会
）

退

任

評

議

員

猪
瀬
寶
山
（
茨
城
県
仏
教
会
）

人

事

二
〇
〇
二
年
九
月
一
日
発
行

九
月
号

第
四
八
一
号

発
行
人

小

林

正

道

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

�
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長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局
（
○
三
―
三
四
三

七
―
九
二
七
五
）
へ
事
前
予
約
の
上
お
い
で
下

さ
い
。 法

律
相
談
室

全
日
本
仏
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
メ
ー
ル

の
ア
ド
レ
ス
が
左
記
の
通
り
変
わ
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:
//w
w
w
.jb
f.n
e
.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo
@
jb
f.n
e
.jp

※
各
加
盟
団
体
等
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
リ
ン

ク
、
メ
ー
ル
の
住
所
録
な
ど
の
変
更
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

社
会
部

電
話

○
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

一
部
百
円
。
頒
布
ご
希
望
の
方
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
、
�
氏
名
、
�
一
般
と
寺
院
の
別
、

�
希
望
部
数
、
�
住
所
・
郵
便
番
号
、
連
絡
先
電

話
番
号
を
明
記
し
て
本
会
総
務
部
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。（
送
料
・
梱
包
料
は
別
途
ご
請
求
。
同

封
の
振
り
込
み
用
紙
で
お
振
り
込
み
下
さ
い
。）

申
込
先

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
総
務
部

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
○

全
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

変
更
の
お
知
ら
せ

戒
名
・
法
名
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

全日本仏教会ホームページアドレス http://www.jbf.ne.jp
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